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岩間昭道先生を送る
岩間昭道先生は、平成二 
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年三月に定年で千葉大学を退職されました。岩問先生は、神奈川大学法学部教授、
静岡大学人文学部教授、筑波大学社会科学系教授、明治大学法学部教授を経て、平成九年四月に千葉大学法経学部教授として赴任されました。岩間先生は、平成二二年四月から平成一四年三月までは千葉大学法経学部法 科長を務め、平成一六年四月から平成一八年三月までは千葉大学大学院専門法務研究科長及び 評議員の任にありました。 くに法科大学院とのかかわりで 初代研究科長として、千葉大学専門法務研究科の設立に大変なご苦労をしていただきました。
岩間先生のご研究の特長は、戦前・戦後にわたるドイツ憲法学に関する理論的研究をふまえ、わが国の重要な
実践的問題について考察を展開したことです。先生のご研究の代表的なテ 
l
マの一つは、「憲法破段」の概念の
生成と展開に関するドイツ国法学説史研究であり、また、「憲法変遷」に関する一連の研究であります。これらは立憲主義の根幹にかかわる「憲 保障」という憲法学上 大きな課題に正面から立ち向かうものです。さらに、岩間先生は、ワイマ 
l
ル期における議会制の危機や、議会制に関する理論的・歴史的研究として、「議会制と民
主主義」、「議会制の近代と現代」等を、日本公法学会や全国憲法研究会において報告されています。そして、こ 
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れらの集大成として平成一四年には『憲法破段の概念』(尚学社)が刊行されています。このような先生の研究意欲は定年前になっても変わらず、昨年中も昼食時の会話の中で憲法学における外国の学説の継承のしかたとか、最近の若い研究者の研究の内容や姿勢などについて盛んに議論をしかけられたことを思い出します。
もちろん、教育の面でも、岩間先生は、千葉大学法経学部、同大学院社会文化科学研究科、同大学院専門法務
研究科で熱心に学生の教育、指導に当たってこられ、社会文化科学研究科では、先生の指導の下二名が博士号学位を取得し、専門法務 科では多くの学生が新司法試験に合格しました。また 経学部で先生が教育・指導した多数の学生も大学卒業後、法曹界、官界、実業界 学界等で幅広く活躍しております。先生の指導を受けた数多くの学生諸君が先生の退職を惜しんだことはいうまでもありません。
さらに、岩間先生は、学会及び社会活動等においても多彩なご活躍をされております。例えば日本公法学会で
は理事、運営委員を、また、全国憲法研究会では学会誌編集委員を務めております た、社会的活動としては、例えば司法試験考査委員 大学入試センター特別専門委員会委員 文部省大 設置審議会専門委員、千葉県情報公開審査会委員 千葉県弁護士会懲戒委員会委員等を務めております。
このように岩問先生は研究・教育ともに優れた学者でありましたので、定年で 退職の後もただちに平成二
年四月から法政大学の 科大学院で学生の指導をまかさ ております。話好きで 度話が じ るとなかなか止まらない岩間先生が新しい学生を相手にお元気に指導されている姿が目に浮かびます。先生 いつ でも若々しくご活躍されることをお祈りしております。
私たちは、ここに改めて先生の法経学部及び専門法務研究科での一一年間のご指導に感謝しつつ、この論集を
献呈する次第です。
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